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中間報告◎市自治基本条例（仮称）

８議会の役割および責務
「議会基本条例」が制定されていることか

ら、同条例を尊重し、基本的な事項を掲げ
ました。

（表記の例）
（議会の役割および責務）
・市議会は、地方自治法で定めるところに

より、市民の直接選挙で選ばれた代表者
である議員によって構成される意思決定
機関であるとともに、市政運営の監視を
行う…

・市議会は、市議会が持つ情報を積極的に
公表し、市民および市との情報共有に努
めるなど、開かれた議会運営に努め…

（議会議員の責務）
・市議会議員は、市民の代表として、市民

の信託に応え、議会機能を発揮させるよ
う誠実かつ公正に職務を遂行…

９市の執行機関の役割および責務
市民主体の自治および協働のまちづくり

の推進を基盤として、より効率的かつ効果
的な市政運営に努め、職員は、自治推進の
調整役を担います。

（表記の例）
・市長は、市民の信託を受け、本市の代表

者として、この条例の理念を実現するた
め、公正かつ誠実に市政を運営し、本市
の自治を推進…

・市長は、自治の基本原則に基づき、必要
な財源の確保に努めるとともに、市の計
画および政策の策定、実施、評価を行い
…

（市の執行機関の役割および責務）
・市の執行機関は、その権限と責任におい

て、公正かつ誠実に職務の執行に努め…
・市の執行機関は、市民との協働によるま

ちづくりの推進に努め…
・市の執行機関は、市民の意見が市政へ反

映されるよう、市政への市民の参加を推
進…

（職員の責務）
・職員は、全体の奉仕者として、市民との信

頼関係のもと、公正かつ誠実に職務の遂行
に努め…

・職員は、多様化する地域課題および高度化
する行政需要に的確に対応するため、職務
の遂行に必要な知識と能力の向上に努め
…

・職員は、自らも地域社会の一員であること
を認識し、積極的に市民と連携して、まち
づくりに取り組む…

10 区
さまざまな地域課題を協働により解決す

るコミュニティの基盤となる自治組織「区」
の役割を定めます。

（表記の例）
（区の役割）

・区は、地域の多岐にわたる課題を区民自
ら総合的に対応し、また区民の福祉向上、
安全で安心な地域づくりを自ら創りだす
組織…

（区への加入）
・住民は、区へ加入するものとし、主体的に

地域課題の解決やまちづくりに関わるよ
う努め…

（区への支援）
・区は市との対等なパートナーとして…
・市は、区の役割を尊重するとともに、その

活動が促進され、地域力が向上するよう支
援…

11 情報
市民の「市政についての情報を知る権利」、

「まちづくりの主体として、まちづくりに参
画する権利」を保障するため、情報公開およ
び情報共有について定めます。

（表記の例）
（情報の公開・共有）
・市の執行機関は、市民の市政に対する理解

と信頼を深め、市民の市政への参画を促進
…

すべての市民の知る権利の実効的保障…
・市の執行機関は、市の保有する情報が市民

の共有財産であることから積極的に公開
し…

・市民の求めに応じ、情報を適正に公開…
（個人情報保護）
・市の執行機関は、個人の権利および利益を

保護するため…
・基本的人権の擁護および公正で開かれた市

政の確立に資する…
・市の執行機関は、市民の基本的人権を守る

ため…

12 市政運営
持続可能な行財政運営に向け、健全財政の

確保や、市民へ市の財政状況を公表すること
などについて定めます。

（表記の例）
（財政運営）
・市は、財政状況を的確に把握…
・持続可能な財政運営を行う…
・最小の経費で最大の効果をあげるよう…
・財政の健全性を確保…
・市は、財政運営の状況を市民にわかりやす

く公表するよう努める…

13 住民投票
住民投票に関わる個々の事案は、重要性の

高い案件であることから、それぞれ条例を制
定して実施することについて定めています。

（表記の例）
・市は、市政の特に重要な事項について、直

接住民の意思を確認する必要があるとき
は、市議会の議決を経て住民投票を実施す
ることができる…

・本市の市議会議員および市長の選挙権を有
する者は、地方自治法の規定に従って、そ
の代表者から市長に対して住民投票に関
する条例の制定を請求することができる
…

・市は、住民投票の結果を尊重する…

現在、地方分権社会の進展、人口減少、少子
高齢社会の到来により、地域が抱える課題も多
様化、複雑化、専門化してきています。さまざ
まな地域課題を解決するには、市民の皆さまや、
市議会、また行政が役割を分担しながら、足り
ないものを互いに補い合う、協働によるまちづ
くりが今後ますます重要となります。

自治基本条例は、地方自治体の憲法とまで言
われる最高規範です。全国では、すでに 300 を
超える自治体がこの条例を制定しています。

将来の市の基盤となるこの自治基本条例の理
念は、条例制定が目的でなく、市民主体のまち
づくりを進めることであり、一人ひとりが心豊
かに暮らせる社会づくりの実現のための根幹と
なるものです。

市では条例制定に向け、これまで市民ワーク
ショップの開催や、市民 2000 人を対象としたア
ンケートを行い、現在、条例の仕組みやルール
を定めるため、市自治基本条例制定市民会議で
審議を重ねています。多くの市民の皆さまに条
例に関心を持っていただき、報告会などへお出
掛けください。

今後も、市民の皆さんが市政に参画しながら、
市の一体感の醸成を図り、市民一人ひとりが心
豊かに、幸せに暮らせる活力あるまちづくりの
実現に努めていきます。

市自治基本条例制定市民会議で審議してきた、
条例に盛り込む項目と内容について、中間報告
会を開催します。どの会場でも参加できますの
で、お出掛けください。

一人ひとりが心豊かに暮らせる
安曇野市の実現に向けて

市長　宮澤宗弘

お出掛けください

市自治基本条例（仮称）中間報告会

開催日 開催場所
５月 23 日（月）市役所本庁舎大会議室 
５月 24 日（火）三郷公民館「講堂」 
５月 25 日（水）明科公民館「講堂」 
５月 26 日（木）堀金公民館「会議室１」 
５月 27 日（金）穂高会館「第１・２会議室」 
※全会場とも午後７時から


